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毎月の税額が変動していくイメージ

（給与収入500万円、夫婦と子ども２人の場合）
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個
人
の
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
市
県
民
税
が

　

市
民
に
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く
行
え
る
よ
う
に
、
国
の

所
得
税
か
ら
地
方
の
市
県
民
税
へ
税
源
の
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
平
成
19
年
度
か
ら
市
県
民
税
が
増
え
ま
す
が
、
所
得

税
が
減
る
た
め
、
納
税
者
一
人
ひ
と
り
の
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

地
方
は
、
国
が
国
税
と
し
て
集
め

た
財
源
の
中
か
ら
国
庫
補
助
金
を
受

け
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
上
で
国
の
定
め
た
基
準
に
従
う

な
ど
、
必
ず
し
も
地
方
の
実
情
に
合

わ
な
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
地
方
が
自
主
的
に
財

源
を
確
保
し
、
住
民
に
と
っ
て
真
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
責

任
で
、よ
り
効
率
的
に
行
え
る
よ
う
、

国
か
ら
地
方
へ
３
兆
円
規
模
の
税
源

を
移
譲
す
る
も
の
で
す
。

　

市
県
民
税
の
税
率
を
10
％
に
統
一

　

市
県
民
税
の
税
率
は
、
個
人
の
所

得
に
応
じ
て
５
％
、
10
％
、
13
％
の

３
段
階
の
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
所
得
の
多
い
少
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
10
％
（
市
民
税
６
％
、

県
民
税
４
％
）
に
統
一
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

給
与
所
得
者
と
年
金
受
給
者
は
、

平
成
19
年
１
月
か
ら
所
得
税
（
源
泉

徴
収
分
）
が
減
り
、
そ
の
後
６
月
か

ら
市
県
民
税
が
増
え
ま
す
。

　

事
業
所
得
者
は
、
平
成
19
年
６
月

分
か
ら
市
県
民
税
の
額
が
先
行
し
て

増
え
ま
す
が
、
平
成
20
年
３
月
の
確

定
申
告
で
所
得
税
が
減
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

増
え
て
も
、
そ
の
分
所
得
税
が
減
り

ま
す
。

　

市
県
民
税
の
最
低
税
率
が
５
％
か

ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
も
、
所

得
税
は
逆
に
最
低
税
率
が
10
％
か
ら

５
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
で
、
税

源
移
譲
の
前
後
で
「
市
県
民
税
」
と

「
所
得
税
」
を
合
わ
せ
た
納
税
者
個

人
の
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

 　

市
県
民
税
と
所
得
税
の
定
率
減
税

が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
平
成
19
年
か

ら
税
の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、
こ
れ

は
税
源
移
譲
と
は
別
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

税源移譲による市県民税と所得税の税率の変化 
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0 （課税所得）

平成19年度分から

５％

10％

10％

13％

すべて10％に統一

な
ぜ
変
わ
る
の
？

ど
う
変
わ
る
の
？

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

税
の
負
担
が

増
え
る
の
？

平
成
19
年
か
ら

市
県
民
税
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　

…
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
…
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二
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で

税
額
の
変
化
を
計
算
す
る
と･･･

給
与
所
得
者
の
場
合

条
件　

年
収
５
０
０
万
円

　
　
　

夫
婦
と
子
ど
も
２
人

　
　
　
（
子
ど
も
１
人
は
特
定
扶
養
）

年
金
受
給
者
の
場
合

条
件　

年
収
２
５
０
万
円

　
　
　

65
歳
以
上
の
夫
婦
２
人

　
　
　
（
配
偶
者
は
70
歳
未
満
）

６
月
の
給
与
か
ら
急
に

税
金
が
高
く
な
っ
た
？

平成18年度の市県民税額は、いくらでしたか？

①　　　　　　　円

STEP1

定率減税がないと、いくらだったのでしょうか？

定率減税をしない場合の18年度の市県民税額 (概算) は

②－①＝　　　　円 は、これまで定率減税によって軽減されていた額です。

☆税源以上によって増える（減る）額

　　③－②＝　　　　円 は、そのぶん所得税が減り（増え）ます。

②　　　　　　　円

STEP2
①の金額

4,000円未満の方

25万600円以上の方

4,000円以上
25万600円未満の方

計　算　式

4,000円

①＋20,000円

（①－4,000円）×１.081 ＋ 4,000円

（100円未満の端数切り上げ）

平成19年度の市県民税額は、こうなります。

平成19年度の市県民税額（概算）は

③　　　　　　　円

STEP3
②の金額

6,500円未満の方

60万円以上の方

6,500円以上
10万4,000円未満の方

計　算　式

②の金額

（②＋306,000円）×０.770＋1,500円

（②－4,000円）×２＋1,500円

10万4,000円以上
60万円未満の方

②＋97,500円

※このほか、所得税と市県民税の定率減税の廃止による影響があります。

税額は、あくまでも目安です。
実際の税額は、毎年の収入の状況や家族構成等により異なります。

平成19年度の

あなたの市県民税額を計算してみましょう！

　

税
金
が
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る

方
は
、
市
県
民
税
と
所
得
税
の
制
度

の
違
い
に
よ
っ
て
、
平
成
19
年
１
月

か
ら
５
月
ま
で
一
度
税
額
が
低
く
な

り
、６
月
か
ら
ま
た
高
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
所
得
税
が
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
間
に
そ
の
年
の
税
金
を
納

め
る
の
に
対
し
て
、
市
県
民
税
は
６

月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
間
に
そ
の

年
の
税
金
を
納
め
る
た
め
、
所
得
税

の
減
額
が
市
県
民
税
の
増
額
よ
り
先

に
行
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

も
ら
う
年
金
は
同
じ
な
の
に

税
金
が
２
倍
に
な
っ
た
？

　

公
的
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
所
得
税
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
所

得
税
は
天
引
き
で
す
が
、
市
県
民
税

は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
自
分

で
支
払
っ
て
い
る
税
金
は
市
県
民
税

だ
け
だ
と
思
っ
て
い
る
方
が
大
勢
い

ま
す
。

　
「
年
金
振
込
通
知
書
」
に
書
か
れ

て
い
る
所
得
税
額
を
、
昨
年
の
も
の

と
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
所
得

税
は
減
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
も
別
途
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
合

わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
課
税
班

　

1
62̶

５
３
２
１

モ 

デ 
ル 
❶

モ 
デ 
ル 

❷

平成18年 平成19年 増　減

市県民税 74,300円 → 139,500円 ＋65,200円

所 得 税 107,100円 → 59,500円 ▲47,600円

市県民税
＋所得税 181,400円 → 199,000円

＋17,600円
（定率減税廃止
による増）

平成18年 平成19年 増　減

市県民税 27,700円 → 50,500円 ＋22,800円

所 得 税 37,300円 → 20,700円 ▲16,600円

市県民税
＋所得税 65,000円 → 71,200円

＋6,200円
（定率減税廃止
による増）

なんだ
高くなったわけ
じゃないんだ
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旭
市
基
本
構
想（
案
）ま
と
ま
る

意
見
の
募
集
期
間

　

９
月
１
日
〜
20
日

意
見
の
提
出
状
況

　

提
出
者
数　

６
人 

　

件
数　
　
　

27
件

意
見
の
概
要

❶
将
来
都
市
像
に
関
す
る
意
見（
２
件
）

・
将
来
都
市
像「
ひ
と
が
輝
き
海
と
み

ど
り
が
つ
く
る
健
康
都
市

旭

」

の
中
の
海
と
の
か
か
わ
り
を
取
り

上
げ
た
施
策
が
な
い
。

・
市
民
の
誰
も
が
「
日
本
一
住
み
よ

い
ま
ち
」
で
あ
る
と
自
負
で
き
る

具
体
的
な
施
策
を
示
し
て
ほ
し
い
。

❷
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
に
関
す

る
意
見
（
６
件
）

・
方
針
１
「
安
全
で
魅
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
現
行
施
策
で
は
魅

力
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。

・
歩
行
者
か
ら
の
視
点
に
立
っ
た
道

づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

・
少
子
化
対
策
に
早
め
の
対
応
を
し

て
ほ
し
い
。

・
飯
岡
荘
に
つ
い
て
も
触
れ
た
ほ
う

が
い
い
。

・
方
針
６
「
共
に
つ
く
る
夢
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
現
行
施
策
で
は

夢
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。

・
本
庁
・
支
所
の
業
務
の
将
来
像

（
新
庁
舎
建
設
も
含
む
）
に
つ
い

て
載
せ
た
ほ
う
が
い
い
。

❸
そ
の
他
の
意
見
（
４
件
）

・
「
整
備
」「
推
進
」「
充
実
」「
振

興
」「
構
築
」
等
の
言
葉
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

・
工
業
団
地
の
工
場
勤
務
者
の
う
ち

県
外
転
入
者
の
意
見
を
積
極
的
に

募
集
す
べ
き
。

・
市
民
の
声
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い

の
で
基
本
構
想
（
素
案
）
の
全
面

的
な
見
直
し
を
要
求
す
る
。

・
基
本
構
想
（
素
案
）
の
各
戸
配
布

を
要
求
す
る
。

❹
基
本
計
画
や
行
政
へ
の
要
望（
12
件
）

・
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
両
面
か

ら
通
学
路
の
整
備
（
住
民
に
よ
る

草
刈
等
）
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

・
海
・
川
が
汚
い
。

・
旭
の
祭
り
の
会
場
に
ゴ
ミ
箱
が
少

な
い
。

・
日
本
の
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
場
所

が
ほ
し
い
。

・
学
童
保
育
の
時
間
を
延
長
し
て
ほ

し
い
。

・
大
人
だ
け
で
な
く
小
学
生
な
ど
に

も
福
祉
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て

ほ
し
い
。

・
学
力
低
下
防
止
対
策
を
充
実
し
て

ほ
し
い
。

・
小
中
学
校
の
道
徳
教
育
を
充
実
し

て
ほ
し
い
。

・
小
中
学
校
の
夏
休
み
中
の
プ
ー
ル

を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

・
小
中
学
校
の
週
休
２
日
制
を
や
め

て
ほ
し
い

・
小
学
校
の
夏
休
み
中
の
ラ
ジ
オ
体

操
参
加
者
に
賞
品
を
あ
げ
る
と
と

も
に
２
学
期
の
評
価
の
対
象
に
加

え
て
ほ
し
い
。

・
小
学
生
か
ら
50
歳
位
ま
で
楽
し

め
、
全
身
運
動
で
あ
る
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
楽
し
め
る
場
が
ほ
し
い
。

（
海
上
中
体
育
館
等
の
活
用
）

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
。

・
就
職
先
が
な
い
。

・
観
光
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
等
の
う

ち
、
将
来
都
市
像
や
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
な
ど
へ
の
意
見
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
（
素
案
）
の
個
別
施

策
の
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
内
容
の
修
正

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
行
政
へ
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
今
後
策
定
す
る
基
本
計
画
の
中

で
担
当
課
に
お
い
て
十
分
検
討
い
た

し
ま
す
。

（
内
容
は
趣
旨
を
損
な
わ
な
い

範
囲
で
要
約
し
て
い
ま
す
）

【
基
本
構
想
の
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
課
企
画
調
整
班

　

1
62̶

５
３
０
７

基
本
構
想（
素
案
）に
対
す
る

意
見
募
集
の
結
果
概
要

　

市
で
は
、現
在
策
定
中
の
総
合
計
画
へ
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

９
月
に
旭
市
基
本
構
想
（
素
案
）
を
公
表
し
て
、こ
れ
に
対
す
る
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
概
要
を
次
の
と
お

り
ま
と
め
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
意
見
の
募
集
結
果
を
踏
ま
え
た
旭
市
基
本
構
想
（
案
）
を
総
合
計
画
審
議

会
に
諮
問
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
検
討
事
項
の
付
記
が
あ
る
も
の
の
、
構
想
（
案
）
は
新
市
建

設
計
画
を
踏
ま
え
た
内
容
で
あ
り
、
旭
市
の
基
本
構
想
と
し
て
お
お
む
ね
適
切
で
あ
る
も
の
と

す
る
答
申
書
が
市
長
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
答
申
を
反
映
し
た
旭
市

基
本
構
想
（
案
）
を
12
月
定
例
市
議
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ
た
旭
市
の
将
来
都
市
像
「
ひ
と
が
輝
き　

海
と
み
ど
り

が
つ
く
る
健
康
都
市　

旭　

」
の
実
現
に
向
け
て
、
具
体
的
な
施
策
を
示
す
前
期
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

旭
市
基
本
構
想（
案
）ま
と
ま
る

　

市
長
へ
基
本
構
想
（
案
）
を
答
申

す
る
総
合
計
画
審
議
会
の
加
瀬
会
長

（
左
）

旭市基本構想（案）の概要

将来都市像

まちづくりの基本理念

まちづくりの基本方針

協働による新しいまちづくりの実現

ひとが輝き  海とみどりがつくる健康都市“旭”
～日本一住みよいまちを目指して～

“自立・共生・協働”によるまちづくり

１.安全で魅力のあるまちづくり　　　　４.心豊な人と文化をはぐくむまちづくり

２.快適でうるおいのあるまちづくり　　５.活力と躍動感に満ちたまちづくり

３.健やかでやすらぎのあるまちづくり　６.共につくる夢のあるまちづくり

市　民

・自治活動
・ボランティア
・知恵、発想
・行動

支援・連携

協 働

参画・市民活動

行　政

・市民参画
・市民活動
　の支援
・情報公開

市民と行政が共に担う

〝

〝

〝

〝

市
民
の
意
見
募
集
結
果
も
公
表
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  入所受け付けの日程
受付時間は、午前９時～正午です。

保育所の入所受け付け

がはじまります

保育所の入所受け付け

がはじまります
　平成19年４月に新しく保育所に入所する児童の受け付けを行いま
す。入所を希望する方は、受付日（別表参照）にお子さんと一緒に
各保育所にお越しください。
　なお、現在入所している児童については、各保育所を通じて継続
手続きの書類を配布します。

◇保育所に入所できるのは◇

　児童の保護者や同居の親族の方が、次のいずれかの

事情にある場合です。

①家庭の外で仕事をするため、児童の保育ができない。

（会社員、パートなど）

②家庭で児童と離れて日常の家事以外の仕事をするた

め、児童の保育ができない。（農業、自営業、内職など）

③死亡、行方不明等により親がいないため、児童の保

育ができない。

④親が出産の前後、病気、負傷、もしくは心身に障害

を有しているため、児童の保育ができない。

⑤家庭内に長期にわたる病人や心身に障害のある人が

いて、保護者がその看護にあたっているため、児童

の保育ができない。

⑥家庭の災害（火災、風水害など）の復旧にあたって

いるため、児童の保育ができない。

⑦ 前記①～⑥に類する状態にある。

◇入所の受け付け◇

　受け付けの日程は別表のとおりです。午前９時から

正午までの間に各保育所にお越しください。広原保育

所のみ、おうめい保育園での受け付けになります。申

込書は各保育所、社会福祉課保育班および各支所福祉

室に用意してありますので、事前に受け取り、記入し

たものを受付日にお持ちください。受付日に来られな

い場合は、社会福祉課保育班・各支所福祉室でも１月

31日dまで受け付けます。

　市外の保育所への入所を希望される方は、１月９日

cまでに保育班へ申し込んでください。

※入所については、家庭で保育できない状態になった

ときは、年度の途中でも随時受け付けます。ただし、

児童数や年齢等によって希望する保育所に入所でき

ない場合がありますので、ご相談ください。

◇月額保育料◇

　保育料は、保護者の所得によって異なります。前年

の所得税額や前年度の住民税の課税状況等により毎年

保育料を算出します。また、保育料には、給食費が含

まれます。

●３歳未満児　　月額 5,000円～43,000円

●３歳以上児　　月額 3,000円～26,000円

問い合わせ先
　社会福祉課保育班　162－5313

保　育　所　名

旭市立ゆたか保育所

旭市立日の出保育所

旭市立とみうら保育所

旭市立共和保育所

旭市立中央第一保育所

旭市立干潟保育所

旭市立池の端保育所

旭市立中央第二保育所

旭市立中央第三保育所

サンライズベビーホーム
（３歳未満児のみの施設）

保　育　所　名

旭市立海上保育所

広原保育所

おうめい保育園

鶴巻保育園

旭市立飯岡中央保育所

旭市立三川保育所

旭市立塙保育所

ひかり保育園

旭市立まんざい保育所

旭市立古城保育所

干潟町中央保育園

受付日

1 月11日
（木）から

各保育所
で

１月11日（木）

受付日

１月12日（金）

１月15日（月）

１月16日（火）

１月17日（水）

１月18日（木）

※受け付けは
　おうめい保育園



6広報あさひ  2006. 12. 1

12月は税の滞納整理強化月間12月は税の滞納整理強化月間

■市税を滞納すると･･･
　税を滞納すると、本来の税金のほかに「延滞金」が
つきます。延滞金の率は法律で決められていて、非常
に高い率になっています。
　納期限から１か月間が年率4.1％、それ以降は年率
14.6％です。この率は、なんと普通預金の利子（年率
0.1％）の 146倍です。仮に10万円を１年間滞納すると、
延滞金は13,000円にもなります。普通預金では、せい
ぜい100円の利子でしょう。

　このほか督促状が送付されると、50円の督促手数料
も必要となります。さらに、その後も納付がない場合
は、催告書の送付や財産の調査、財産の差し押さえな
どの滞納処分が行われることになります。
　また、市も督促や催告などを行うための紙代、印刷
代、郵送代をはじめ、滞納整理に係る人件費などが必
要になります。これらの経費にも、結局、税金が使わ
れることになります。
　滞納がなければ、これらの経費は必要ないものです
から、滞納した本人が損をするだけでなく、滞納して
いない市民の税金が使われることにもなります。

　道路や公園の整備をはじめ福祉、教育、保健、消防、ごみ処理など、皆さんの暮らし
に欠かせないこれらの仕事は、市民一人ひとりが納める市税で賄われています。
　市税は、皆さんの住みよい暮らしを支える大切な財源です。よりよい共同生活を支え
ていくためにも、納期内に自主的に納めましょう。

■口座振替が便利
　忙しくて金融機関へ納付に行けない方や、ついうっ
かりして納め忘れてしまう方などには、口座振替がと
ても便利です。
　市内の金融機関や郵便局で受け付けていますので、
通帳と印鑑をお持ちになってお申し込みください。
【取扱金融機関】
　千葉銀行、銚子信用金庫、京葉銀行、千葉興業銀行、
茨城銀行、銚子商工信用組合、ちばみどり農業協同組
合、千葉県信用漁業協同組合連合会、郵便局の本店お
よび各支店（局）
　かとり農業協同組合東庄支店
※口座振替依頼書は、市内の金融機関と市役所本庁
および各支所に置いてあります。

■夜間・休日納税窓口を利用ください
　平日に納付や納税相談を行うことができない方のた
めに、毎月25日（土・日・祝日の場合は休み明けの日）
に夜間納税窓口を開設しています。
◇夜間納税窓口◇
開設時間／午後５時15分～８時
開設場所／市役所税務課（本庁舎１階東側）、海上支所

税務室、飯岡支所税務室、干潟支所税務室
◇12月は強化月間のため、休日納税窓口も開設◇
開設日時／12月10日a午前８時30分～午後５時
開設場所／夜間納税窓口と同じ市役所本庁と各支所

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
厳
し

い
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
保
険
料
を
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
…

　

利
用
者
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
全
額
を
い
っ
た

ん
自
己
負
担
し
、
申
請
に
よ
っ
て
、
あ
と
で
保
険
給
付
（
費
用

の
９
割
）
が
支
払
わ
れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

◆
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
…

　

利
用
者
が
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の
全
額
を
い
っ
た

ん
自
己
負
担
し
、
申
請
し
て
も
保
険
給
付
額
（
費
用
の
９
割
）

が
一
時
的
に
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、

滞
納
し
た
保
険
料
と
相
殺
さ
れ
ま
す
。

◆
２
年
以
上
滞
納
す
る
と
…

　

滞
納
し
て
い
た
期
間
に
応
じ
て
、
利
用
者
負
担
の
割
合
が
、

１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
負
担

額
を
超
え
た
場
合
の
払
い
戻
し（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班　

1
62̶

５
３
０
８

介
護
保
険
料
の
納
付
も
忘
れ
ず
に
！

　軽自動車税の納期は５月末で
したが、いまだに納付されてい
ない方が見受けられます。
　未納の場合は、車検の際にト
ラブルになることもありますの
で、お早め
に納付をお
願いします。

軽自動車税の
納付はお済み
ですか？

【納税についての問い合わせ先】
税務課収税班（162－5322）

車検証

〈延滞金の計算〉 〈10万円の税金を１年間滞納すると〉
率

日数納
期
限

一
か
月

4.1％

14.6％

市税10万円

普通預金10万円

延滞金
13,000円

利子100円

納期内の
自主納税を
心がけましょう！

【問い合わせ先】
税務課収税班
　162－5322
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今
年
の
旭
市
民
七
夕
ま
つ
り
の
七
夕
パ
レ
ー
ド
で
は
、
私
た

ち
の
吹
奏
楽
部
が
当
番
と
な
り
、
ま
ち
を
マ
ー
チ
ン
グ
し
な
が

ら
駅
前
広
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
演
奏
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
駅
前
広
場
に
着
い
て
演
奏
を
し
、

い
ざ
使
っ
て
み
る
と
広
く
て
使
い
や
す
い
な
、
と
便
利
さ
に
気

づ
き
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
駅
前
広
場
や
周
辺
の
道
を
広
く

す
る
な
ど
の
都
市
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
県
内
有

数
の
国
保
旭
中
央
病
院
へ
の
交
通
の
便
を
良
く
す
る
た
め
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
市
内
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
前
に
祖
母

か
ら
そ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
祖
母
の
話
だ
と
、
そ
の
都
市
開
発
に
か
か
わ
る
費
用
は

旭
市
の
税
金
で
す
べ
て
ま
か
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
か

ら
五
割
、
県
か
ら
四
割
、
市
か
ら
一
割
負
担
し
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
こ
の
旭
市
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
の
税
金

が
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
思
う
と
と
も
に
、
あ
り
が
た
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
道
を
広
げ
る
と
い
っ
て
も
、
今
ま
で
建
っ
て

い
た
家
々
の
人
々
に
協
力
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
道
を
広
く

す
る
分
の
土
地
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
を
買

い
、
新
し
い
家
ま
で
建
て
て
い
く
の
で
、
使
わ
れ
る
税
金
も
想

像
も
つ
か
な
い
く
ら
い
の
金
額
だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
税
金
が
あ
っ
て
も

都
市
開
発
は
進
ん
で
い
か
な
い
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
駅

が
広
く
な
っ
た
り
、
道
が
広
く
な
っ
た
り
す
る
都
市
開
発
は
、

私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
過
ご
し
や
す
く
し
て
い
る
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
つ
な
げ
て
い
る
、
つ
ま
り
、
税
金
の
使
い
場
所

と
い
う
の
を
私
は
感
じ
ま
し
た
。

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
等
で
は
、
脱
税
や
税
金
の
無
駄
使

い
な
ど
が
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
脱
税
を
し
て
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
す
べ

て
に
調
和
が
取
れ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

人
間
は
動
物
と
違
い
自
給
自
足
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
の

仕
事
の
役
割
分
担
が
あ
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
々
に
助
け
ら
れ
て
世
の
中
が
循
環
し
て
い
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
つ
ま
り
、
税
金
を
払
わ
な
い
人
は
、
一
方
通
行
で
し

か
な
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、
少

し
で
も
税
金
に
対
し
て
考
え
実
行
し
て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
は
、
い
く
ら
で
も
変
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
少

し
の
一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
な
の
で
す
。

　

私
は
将
来
、
市
の
駅
前
周
辺
の
恩
返
し
の
た
め
に
も
一
生
懸

命
働
い
て
、
国
の
一
員
、
市
民
の
一
員
と
し
て
、
き
ち
ん
と
税

金
を
納
め
た
い
で
す
。
一
人
だ
け
が
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
国

民
全
員
で
良
い
社
会
づ
く
り
の
方
法
と
し
て
税
金
問
題
に
取
り

組
ん
だ
方
が
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
る
旭
市
か
ら

考
え
た
こ
と

第二中学校
３年

岩井奈
な

々
な

さん

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

銚
子
税
務
署
長
賞

銚
子
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
金
賞

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

銚
子
税
務
署
管
内

納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
表
彰

銀
賞

◇
私
た
ち
の
為
に

　
　
　
　

第
二
中
学
校
三
年　

青
柳
梨り

乃の

さ
ん

◇
将
来
の
日
本
を
背
負
う
僕
達

　
　
　
　

第
二
中
学
校
三
年　

伊
藤
幸こ
う

嗣じ

く
ん

◇「
税
金
」
と
い
う
名
の
「
根
」

　
　
　
　

第
二
中
学
校
三
年　

加
瀬
翔し
ょ
う
こ子
さ
ん

◇「
税
金
を
納
め
る
理
由
」

　
　
　
　

飯
岡
中
学
校
三
年　

菱
木
亮り
ょ
う
す
け

輔
く
ん

◇
税
に
つ
い
て

　
　
　
　

海
上
中
学
校
三
年　

在
田
知と
も

央ひ
ろ

く
ん

銅
賞

◇
税
に
支
え
ら
れ
て
い
る
私
達

　
　
　
　

海
上
中
学
校
三
年　

五
喜
田
奈な

波な
み

さ
ん

◇
ア
イ
ス
の
五
円

　
　
　
　

干
潟
中
学
校
三
年　

椎
名
恵め
ぐ
みさ
ん

◇
身
近
な
税

　
　
　
　

第
一
中
学
校
三
年　

伊
藤
愛ま
な
み美
さ
ん

佳
作

◇
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
税
金

　
　
　
　

第
一
中
学
校
三
年　

林
佐さ

弥や

香か

さ
ん

◇
納
税
は
み
ん
な
の
為
、
将
来
の
為

　
　
　
　

干
潟
中
学
校
三
年　

宮
負
竣し
ゅ
んく
ん

◇「
初
め
て
知
っ
た
税
金
の
大
切
さ
」

　
　
　
　

飯
岡
中
学
校
三
年　

石
毛
健け
ん

太た

郎ろ
う

く
ん



8広報あさひ  2006. 12. 1

干潟
会場
干潟
会場

ふるさとまつり・ひかた2006

　地元産品のＰＲと市民の交流を図る「産業まつり」が
11月５日の旭会場（旭スポーツの森公園）をスタートに、
12日は干潟会場（干潟中学校）、23日は海上会場（海上
コミュニティ運動公園）の３か所で行われました。どの
会場も、旬を迎えた野菜や魚、衣料品などさまざまな産
品を求める人や、特設ステージで行われるイベントを楽
しむ人で賑わいました。
　また、干潟会場には突然堂本暁子千葉県知事が訪れ、
短い時間ではありましたがつきたてのおもちを味わうな
ど、まつりを楽しんでいました。
来場者数／いきいき旭・産業まつり2006＝42,000人　
　　　　　ふるさとまつり・ひかた2006＝34,000人
　　　　　海上産業まつり＝50,000人

旭
会場
旭
会場

いきいき旭・産業まつり2006

海上
会場
海上
会場　  海上産業まつり
「ふるさと・ふれあいフェスティバル」

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
体
操
（
海
上
保
育
所
）

　

地
元
食
材
を
使
っ
た

　

料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　

姉
妹
都
市
・
茅
野
市
か
ら
も

　

出
店

　

つ
き
た
て
お
も
ち
は
大
人
気

堂本知事と
いっしょに

椎
名
佐
千
子
歌
謡
シ
ョ
ー

に
も
大
勢
の
人
が

  産業まつり３会場で  産業まつり

126,000人が楽しんだ

新鮮な野菜は
いかがですか

お
囃
子

（
暁
会
）

▼最後を飾る
もち投げ
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asahiasahi Topics
トピックス

　市内の小中学校20校が参加して、旭市小中学校音
楽会が11月８日、東総文化会館で行われました。午
前と午後の部に分かれ吹奏楽、金管合奏、器楽合
奏、合唱とさまざまな形態で日ごろの練習の成果を
発表。最後は全員による合唱が会場全体に響き渡り、
音楽を通しての交流を締めくくりました。

旭 　日ごろの文化活動の成果を発表する旭
市文化祭が、10月28日から11月５日まで
市内４地域で順次開催されました。作品
展示をはじめ芸能発表や茶道、華道など、
盛りだくさんな催しが繰り広げられ、ど
の会場も大勢の市民が訪れ、見て、聴い
て、体験して、楽しんでいました。

旭の文化が華開く
　市内４地域で文化祭

音音楽を通して児童生徒が交流
　旭市小中学校音楽会

▲茶道（10月29日・市民会館）

　

海
上
中
の
吹
奏
楽

▲ペーパーフラワーづくり体験
　（11月３日・海上公民館）

▲芸能発表（11月３日・干潟公民館）▲作品発表（11月５日・いいおかユートピアセンター）

結

　結婚50周年を迎えるご夫婦を招待して11月８日、「旭市
合同金婚式」が開催されました。対象となるご夫婦92組の
うち64組が参加され、これからも仲良く元気で過ごしてい
ただけるよう、お祝いしました。

結婚50周年をお祝い
　旭市合同金婚式

　青年の家で活動する登録団体が一堂に会して、日ごろ
の成果を発表する「青年の家フェスティバル」が10月22
日、青年の家体育館で開かれました。剣道や太極拳、空
手の実演、ダンスやバンド演奏のほか、陶芸や日本画の
展示など、市民の皆さんの多彩な文化活動が次々に紹介
されました。

青青年の家フェスティバル

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
旭
第
１
団

ふ

　新川をきれいにしよう
と10月26日、東総文化会
館で「新川汚染防止推進
大会」が開かれました。
大会では、地元の小中学
生から寄せられた作文・
ポスター・標語の表彰が
行われました。また、「よ
りよい水環境とは」と題
して、千葉工業大学教授
の瀧和夫さんの講演があ
りました。

ふるさとの川をきれいに
　新川汚染防止推進大会

▲作文の部最優秀賞の角田寛
明君（中央小６年）
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市市内コースを力走
　千葉県高等学校駅伝大会
　すがすがしい秋空の下、京都での全国大会を目指して11月３日
に開かれた千葉県高等学校駅伝大会。県内の高校生が東総運動場
をスタート・中継地点とするコースを、大勢の応援の掛け声に後
押しされながら力走しました。優勝は男子が富里高校、女子が市
立船橋高校でした。

asahiasahi Topics
トピックス

　市民の親睦交流と健康増進、体力の向上を図ろう
と、第１回旭市民陸上競技大会が10月29日、第一中
学校陸上競技場で開かれました。大会には小学４年
生から54歳までの240人が出場。好記録も飛び出す
など、トラックとフィールドに分かれ日ごろの練習
の成果を競い合いました。

好好記録も飛び出した
　旭市民陸上競技大会

気

　だれでも気軽にスポーツに親しんでもらおうと、11月12
日に開かれた健康体力づくりフェスティバル。会場となっ
た旭スポーツの森公園には、小学生からお年寄りまで120
チーム、776人が参加しました。この日行われたのは、グ
ラウンドゴルフ、ティーボール、ドッジボールの３種目で
す。どれも気軽に取り組めるとあって、みんなで心地よい
汗をかいて楽しみました。

気軽にスポーツに参加
　～健康体力づくりフェスティバル～

　

小
学
生
に
よ
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

　太公望が腕前を競うへら鮒釣り大会が、10月22日に袋公園
で、また、10月29日には長熊釣堀センターで行われました。
釣り糸の先を見つめる真剣なまなざし。わずかなウキの変化
をとらえた合わせ。ここ一番の腕の見せどころです。両会場
とも大会直前にフナを放流したため、釣果はなかなかのもの。
しなる釣りざおの先に、銀

ぎん

鱗
りん

が躍る姿があちこちで見られま
した。

ししなる釣りざおに銀
ぎん

鱗
りん

が躍る
　～へら鮒釣り大会～

31

　県内最大のスポーツ大会である第58回千葉県民
体育大会の、卓球競技が10月21、22日、総合体育
館で開かれ、31郡市の代表選手が熱戦を繰り広げ
ました。旭市からも男子、女子チームが出場しま
したが、接戦の末、惜しくも決勝トーナメント進
出はなりませんでした。なお、優勝は男子が千葉
市、女子が船橋市でした。

31郡市の代表が熱戦
　千葉県民体育大会卓球競技

慎
重
に
引
き
寄
せ
網
の
中
へ
！

（
袋
公
園
）

【大会の結果】（上位入賞者・敬称略）

◇10月22日・袋公園
　１位　鷺山義人（西足洗）
　２位　宮田嘉久治（潮来市）
　３位　古谷信之（匝瑳市）

◇10月29日・長熊釣堀センター
　１位　斉藤喜三郎（九十九里町）
　２位　高柳光雄（神崎町）
　３位　長谷川佳男（ニ）
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　県内の24郡市の代表が参加して、10月21日に「千
葉県民体育大会」が開かれました。旭市女子代表と
して出場した五木田佑美さん（日清紡千葉）が、成
年女子100ｍで優勝、また女子４×100ｍリレーでも
旭市が優勝しました。旭市女子代表は、総合順位で
４位となりました。

陸陸上100mと４×100mリレーで
　旭市女子代表が優勝
　千葉県民体育大会

食

　子どものころから、正しい食習慣や食生活の知識を身に
つけることの大切さを知ってもらおうと、海匝地域食育シ
ンポジウムが10月31日、東総文化会館で開かれました。服
部栄養料理研究会会長の服部津貴子さんによる基調講演
や、「広げよう食育」をテーマに話し合われた家庭や学校
における取り組み、千葉県の取り組みについての発表が行
われると、300人を超す来場者のメモをとる姿が多く見ら
れました。

食事の大切さを学ぼう
　食育シンポジウム

　安永９年（1780年）、江戸で成功した地元出身の
３商人が、神社に贈った鳥居の落成を記念して相撲
を奉納したことが始まりといわれる「黒虎相撲」が
11月３日、袋の太田神社で行われました。境内に設
けられた土俵で繰り広げられる、小学 1年生らが出
場した少年相撲や青年団力士による取組に、詰め掛
けた大勢の人が拍手や歓声を送りました。

黒黒虎相撲を奉納
　－太田神社－

▲講演する村田幸子さん

asahiasahi Topics
トピックス

健

　社会福祉の発展とやすら
ぎのあるまちづくりの推進
を図ろうと、第２回旭市社
会福祉大会が11月14日、東
総文化会館で開かれまし
た。多年にわたり社会福祉
の発展に功労のあった方々
の表彰や、「住み慣れた地
域で安心して暮らせるよう
地域福祉の充実に努める」
などの３項目の大会宣言を

健やかでやすらぎのある
　まちづくりに向けて
　第２回旭市社会福祉大会

潮潮風を受けながら刑部岬へ
　～駅からハイキング～
　10月29日、ＪＲ東日本主催による「駅からハイキング」が、市内で
初めて開催されました。出発地点の飯岡駅に電車が到着すると、参加
者が次々とホームに降り立ち、小雨の中を刑部岬に向けて歩き出しま
す。この日の参加者は 474人。潮風を受けながら海岸沿いを進み、途
中の飯岡荘では、つみれ汁などのもてなしで体を温め、飯岡助五郎の
墓も見学しました。ゴール地点の刑部岬に到着するころには雨も上が
って、参加者は展望館からの雄大な眺めを満喫していました。

▲優勝した女子４×100ｍリレーメンバー
左から近藤知枝さん（匝瑳高）、五木田佑美さん（日清紡千葉）、
加瀬志保里さん（成田高）、川口千明さん（成田高）

▲飯岡荘前の海岸を歩く

決し、式典は終了しました。その後、小川友里さん（嚶鳴
小６年）と高橋史奈さん（二中２年）による社会福祉作文
の発表や、元ＮＨＫ解説委員でジャーナリストの村田幸子
さんによる「高齢期・輝いて生きる」と題して記念講演も
行われました。
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12
月
８
日
開
幕　

光
の
祭
典　

第
６
回
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　

年
の
瀬
の
風
物
詩
、
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
今
年
も
始
ま

り
ま
す
。

　

旭
中
央
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
は
、
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
装
飾
さ
れ

た
高
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
の
メ
イ
ン
ツ

リ
ー
を
中
心
に
、
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
が

冬
の
街
を
幻
想
的
に
演
出
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
コ
ン
セ
プ
ト
は　

町

中
ど
こ
で
も
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
・
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー　

。
中
央
イ
ベ
ン
ト
広
場

以
外
の
場
所
に
も
、
企
業
・
商
店
・

個
人
・
商
店
街
・
団
体
な
ど
が
、
そ

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

旭
市
商
工
会

　

1
62̶

１
３
４
８

れ
ぞ
れ
の
工
夫
、
ア
イ
デ
ア
に
よ
り

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
り
つ
け
し

た
建
物
・
庭
・
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー

な
ど
が
作
品
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

な
お
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
展
作
品
の
場

日時／平成19年１月７日a
　●受け付け：午前９時～

　●開式：午前10時

会場／東総文化会館・大ホール

〈問い合わせ先〉
生涯学習課社会教育班（155－5727）

所
等
に
つ
い
て
は
、
12
月
８
日
f
に

折
り
込
ま
れ
る
開
催
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
／ 

12
月
８
日
f
〜
25
日
b

点
灯
時
間
／
午
後
５
時
〜
９
時　

※
雨
天
中
止

場
所
／
旭
中
央
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
旭

市
商
工
会
館
隣
）
お
よ
び
市
内
各
所

〟

〟

一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止

冬
の
交
通
安
全
運
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
「
思
い
や
る　

心
ひ
と
つ
で　

事

故
は
ゼ
ロ
」「
乗
る
人
に　

飲
ま
せ

る
あ
な
た
も　

犯
罪
者
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
12

月
10
日
a
か
ら
31
日
a
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る

こ
と
や
交
通
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故

防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

〈
運
動
の
重
点
目
標
〉

●
飲
酒
運
転
の
追
放

●
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
●
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

総
務
課
交
通
班

　

1
62̶

５
８
３
５

80
チ
ー
ム
が
出
場

第
２
回
旭
市
民
駅
伝
大
会

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
80
チ
ー
ム

が
出
場
し
ま
す
。
力
い
っ
ぱ
い
走
る

選
手
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
／
12
月
10
日
a　

小
雨
決
行

会
場
／
東
総
運
動
場

開
会
式
／
午
前
８
時
20
分
〜

〈
部
門
〉

●
小
学
生
の
部　

６
区
間
９
・
６
D

　

ス
タ
ー
ト
／
午
前
９
時

　

終
了
／
午
前
10
時
ご
ろ

●
中
学
生
・
一
般
の
部(

男
子
・
女

子) 　

７
区
間
17
・
４
D

　

ス
タ
ー
ト
／
午
前
10
時
45
分

　

終
了
／
午
後
０
時
30
分
ご
ろ

コ
ー
ス
／
東
総
運
動
場
を
ス
タ
ー

ト
・
中
継
所
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
周
回

コ
ー
ス

交
通
規
制
／
午
前
８
時
50
分
か
ら
午

後
０
時
30
分
ま
で
東
総
運
動
場
周
辺

道
路
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

駐
車
場
／
干
潟
公
民
館
、干
潟
支
所
、

干
潟
中
学
校

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

旭
市
民
駅
伝
大
会
事
務
局
（
旭
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
体
育
振

興
班
）

　

1
55̶

５
７
２
９

至香取市

至旭市街

P P

P

干
潟
公
民
館

干
潟
支
所

干潟中学校

JAひかた支店

大原幽学記念館駐車場

干潟
工業団地

東総運動場

交通規制図 (色線部分 )

旭市成人式１月７日（日）
です
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相談名 内　容 期　日　・　時　間 場　　所 問い合わせ

交通事故
相　　談

示談、賠償額の算
出、自賠責保険の
請求の仕方など

12月４日B
12月18日B　

午前10時～午後３時

※待ち時間解消のため、要事前連絡。
市役所会議室 総務課　

162－5835

県の法律
相　　談

法律問題
12月８日F 午後１時～４時
※予約制（12月５日C午前９時から受付）

北総県民センター海匝事
務所

北総県民センター海匝
事務所164－0597
（千葉県海匝合同庁舎内）

市の法律
相　　談

法律問題
※市民を対象

12月11日B 午後１時30分～４時
※予約制（12月４日 B午前８時30分から受付）

12月25日B 午後１時30分～４時
※予約制（12月15日F午前８時30分から受付）

海上支所
秘書広報課
162－8070

市役所会議室

人権･行政
相　　談

人権問題、行政へ
の要望、意見など

12月５日C 午後１時30分～３時30分

12月12日C 午後１時30分～３時30分

12月19日C 午後１時30分～３時30分

12月26日C 午後１時30分～３時30分

市役所会議室

飯岡支所

海上支所

干潟公民館

秘書広報課
162－8070

育児相談 子育ての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後４時
土曜日　　　午前８時30分～正午

旭市子育て支援センター
（中央第三保育所内）

旭市子育て支援センター
163－8005（中央第三保
育所内）

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 高齢者福祉課 旭市在宅介護支援セン
ター162－5398

心配ごと
相　　談

家庭内の心配ごと
など

12月４日B

12月18日B　
午前10時～午後３時

 

12月６日D

12月20日D　
午前10時～午後３時

12月11日B　午前10時～午後３時

12月13日D　午前10時～午後３時

海上ふれあいサポートセ
ンター

社会福祉協議会
飯岡本所 157－5577
旭支所 164－2570
海上支所 155－5517
干潟支所 168－1079

青年の家２階

飯岡保健センター

干潟支所

消費生活
苦情相談

物品購入時のトラ
ブルなど

毎週月･木曜日 　午前９時～午後４時
※緊急の場合は随時受付

商工観光課
（青年の家 1階）

商工観光課
162－8019

市民健康
相　　談

生活習慣病をはじ
め子どもからお年
寄りまでの健康相
談

月～金曜日　午前９時～午後４時 （電話受付）

旭市保健センター
163－8766
海上保健センター
155－5516
飯岡保健センター
157－3113
干潟保健センター
168－1071

教育相談
（学校）

学校での教育につ
いての悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 海上支所２階 学校教育課 

155－5726

教育相談
（家庭）

家庭教育・子育て
の悩みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分 海上支所２階 生涯学習課 

155－5727

職業相談 職業相談、求人情
報の提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家 1階）
地域職業相談室 
162－5359

福 祉 の
総合相談

福祉（生活）全般
にわたる相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支援センター
海匝ネットワーク

中核地域生活支援セン
ター海匝ネットワーク
160－2578 FAX60－2579

行政書士会
相続、遺言、許認
可申請、農地転用
など

12月16日G　午後１時～４時 青年の家２階 行政書士会東総支部・
寺村163－7813

家庭児童
相　　談

不登校・ひきこも
り・児童虐待・児
童養育問題など

月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室
（社会福祉課内）

家庭児童相談室
162－5362

司法書士会
不動産登記、法律
問題、多重債務問
題など

12月９日G　午後１時～５時
※予約制（１人当たり１時間） 市民会館２階

司法書士会八日市場支
部・飯嶋
10479－25－0567

相談室相談室相談室
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国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

　

自
営
業
な
ど
の
方
は
、
国
民
年
金

の
ほ
か
に
国
民
年
金
基
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
入
し
て
掛

け
金
を
納
め
る
と
、
国
民
年
金
基
金

の
年
金
も
受
け
ら
れ
、
国
民
年
金
の

老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
、
厚
生

年
金
並
み
の
年
金
設
計
が
で
き
ま
す
。

加
入
で
き
る
方
／
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
自
営
業
者
・
農
業
従
事
者
・
学

生
・
無
職
の
方
な
ど
。（
第
１
号
被

保
険
者
）

加
入
の
し
く
み
／
口
数
制
で
、
１
口

か
ら
加
入
で
き
ま
す
。
１
口
当
た
り

の
掛
け
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
お
よ

び
性
別
で
決
ま
り
、
１
か
月
の
掛
け

金
が
６
８
、０
０
０
円
以
内
で
し
た

ら
何
口
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

受
け
取
る
年
金
月
額
／
35
歳
ま
で
に

加
入
し
た
方
は
、１
口
目
は
３
万
円
、

２
口
目
以
降
は
１
口
当
た
り
１
万
円

で
す
。

税
制
の
特
典
／
掛
け
金
は
、
全
額
が

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

千
葉
県
国
民
年
金
基
金

　

1
０
１
２
０̶

65̶

４
１
９
２

市
役
所
保
険
年
金
課　

　

1
62̶

５
３
３
２

社
会
保
険
料
控
除
に
な
り
ま
す
。
受

け
取
る
年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
／
千
葉
県
国
民
年
金

基
金
に
資
料
請
求
し
、
送
ら
れ
た
加

入
申
出
書
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

原
油
高
騰
に
伴
う
農
業
者
・
漁
業

者
へ
の
経
営
支
援
の
た
め
、
平
成
17

年
度
に
引
き
続
き
、
燃
料
（
燃
油
）

購
入
の
た
め
の
運
転
資
金
と
し
て

「
農
業
近
代
化
資
金
」
や
「
漁
業
近

代
化
資
金
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
両

資
金
と
も
市
な
ど
か
ら
の
利
子
補
給

が
あ
り
、
低
利
率
で
の
借
り
入
れ
が

可
能
で
す
。

　

な
お
、
申
し
込
み
以
前
に
購
入
さ

れ
た
燃
料
等
に
つ
い
て
は
融
資
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

対
象
者
／
農
業
者
・
農
業
法
人

用
途
／
施
設
暖
房
用
燃
料
・
農
業
機

械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
運
転
用
燃

料
等

貸
付
利
率
／
１
・
４
％
（
利
子
補
給

後
の
末
端
金
利
。
な
お
、
利
率
は
金

利
情
勢
等
に
よ
り
変
動
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）　

申
込
先
／
農
協
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
千
葉

信
連
ほ
か

対
象
者
／
漁
業
者
・
漁
業
を
営
む
法

人用
途
／
漁
業
を
営
む
上
で
必
要
な
燃

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

農
業
近
代
化
資
金

ち
ば
み
ど
り
農
業
協
同
組
合

　

旭
支
店 

1
62̶

３
３
３
３

　

矢
指
支
店 

1
63̶

８
２
３
７

　

共
和
支
店 

1
63̶

８
２
５
５

　

海
上
中
央
支
店　

 
 

1
55̶

３
１
３
１

　

飯
岡
支
店 

1
57̶

３
１
３
１

　

ひ
か
た
支
店 

1
68̶

２
３
１
３

漁
業
近
代
化
資
金

千
葉
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合

会

 

1
０
４
３̶

２
４
２̶

５
２
６
５

制
度
全
般

市
役
所
農
水
産
課
振
興
班 

　

1
68̶

１
１
７
５

燃
料
・
燃
油
の
購
入
資
金
が

低
利
率
で
借
り
入
れ
で
き
ま
す

期日／12月８日f
〈時間〉
●農業所得／午前９時30分～10時45分（所得税）、
午前10時45分～正午（消費税）

●事業所得・不動産所得／午後１時30分～２時45分
（所得税）、午後２時45分～４時（消費税）
●年末調整の仕方　午後４時～４時30分
場所／働く婦人の家
〈問い合わせ先〉
銚子税務署個人課税第１部門　10479－22－1574

平成18年分  所得税青色決算説明会・消費税等説明会

銚
子
税
務
署
の

確
定
申
告
会
場
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

平
成
18
年
分
の
所
得
税
・
贈
与
税
・

個
人
消
費
税
の
確
定
申
告
会
場
が
、

今
ま
で
の
銚
子
税
務
署
前
の
プ
レ
ハ

ブ
か
ら
、
銚
子
市
西
芝
町
の
「
銚
子

読
売
ビ
ル
２
階
」
に
変
更
に
な
り
ま

す
。

所
在
地
／
銚
子
市
西
芝
町
４
７
５̶

１　

銚
子
読
売
ビ
ル
２
階　

※
駐
車

場
が
狭
い
た
め
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

設
置
期
間
／
平
成
19
年
２
月
１
日
e

〜
４
月
２
日
b　

※
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
。

開
設
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
、
作

成
済
み
の
申
告
書
の
受
け
付
け
や
用

紙
の
配
布
の
み
行
い
ま
す
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

銚
子
税
務
署

　

1
０
４
７
９̶

22̶

１
５
７
１

銚子駅

交番

税務署
駐車場

銚子
税務署 妙福寺

銚子電鉄総武本線

一方通行

申告書作成・相談会場
会場案内図

銚子市西芝町475－1
銚子読売ビル

油
（
漁
船
の
燃
料
等
）

貸
付
利
率
／
１
・
０
％
（
利
子
補
給

後
の
末
端
金
利
。
な
お
、
利
率
は
金

利
情
勢
等
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

申
込
先
／
Ｊ
Ｆ
千
葉
信
漁
連

融
資
限
度
額
／
５
０
０
万
円
ま
で

融
資
期
間
／
５
年
以
内
（
据
置
期
間

は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
込
期
限
／
平
成
19
年
３
月
９
日
f

農
業
近
代
化
資
金

漁
業
近
代
化
資
金

〈
共
通
事
項
〉
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※内容等は、主催者の都合により変更することがあります。　

開館時間　火～金曜日
　　　　　　午前９時～午後６時
　　　　　土・日曜日
　　　　　　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日・祝日・館内整

理日（12月21日E）・年
末年始（12月29日～１
月３日）

＊ホームページから本の検索ができます＊
http://www.library.asahi.chiba.jp/

　財閥会長の娘と結婚した杉村
は、いい家庭に恵まれ、社内報の
編集をしていた。しかし、アシス
タントが起こす数々のトラブルに
頭を悩ませられ、雇い主にも攻撃
的になってきたため、ついに解雇
する。が、それからも更なる復

ふ く

讐
しゅう

が続くため、探偵事務所に相談に
出かける。そこで、連続無差別毒
殺事件の家族と知り合い、また新
たな事件に巻き込まれていく。

Pick up

○絵本で楽しむ孫育て（草野桂子）
○鏡の法則　　　　　（野口義則）
○国を誤りたもうなかれ

（近藤道生）
○縦並び社会　（毎日新聞社会部）
○保育相談＆育児相談

（伊
い

志
し

嶺
みね

美津子）
○大人のための暗算力　（鍵本聡）
○生命保険の法律相談（出口正義）
○日本のものづくりが中国を制す

（辻中俊樹）
○中原の虹　　　　　（浅田次郎）
○真夏の島に咲く花は（垣根涼介）
○あなたに逢えてよかった

（新堂冬樹）
○ブルー・ローズ〔上・下〕（馳

はせ

星
せい

周
しゅう

）
○海洞　　　　　　　（三浦清宏）
○闇の底　　　　　　　（薬丸岳）
○大統領の最後の恋

（Ａ・クルコフ）

＊おはなしの時間＊
＜幼児向き＞
日時／ 12月14日E、28日E

　　　午後４時30分～５時
場所／市民会館２階和室

「名もなき毒」　  　
宮部みゆき

東総文化会館
12月３日A　第２回 あさひ寄席
 時間　開演　14：00
 入場　全席指定・一般2,500円、65歳以上2,000円
 主催　旭市・旭市教育委員会
 問　　生涯学習課文化振興班　155－5728

☆12月の休館日……４日・11日・18日・25日・29日・30日・31日

１月28日A　第２回 グリーンコンサート
 時間　開演　11：30
 入場　無料・全席自由
 主催　旭市・旭市教育委員会
 問　　生涯学習課文化振興班　
 　　　155－5728
●器楽や声楽を学んでいる方、趣味にしている
　方の発表の場です。

☆１月の休館日……１日・２日・３日・９日・15日・22日・29日

冬休み幽学工房　～縄ない・竹細工づくり～
日時／12月23日（土・祝）　午後１時～３時
場所／旧林家住宅（大原幽学記念館隣）
対象／市内の小学校５・６年生10人
費用／300円（材料・保険料ほか）
持ち物／水筒、タオル、軍手、小刀、保険証のコピー
申し込み／12月17日Aまでに、電話で大原幽学記念館（168－4933）へ。

チケット発売所
三川屋本店・駅前店・国道店、サンモールインフォメーション、干潟駅前高橋商店、東
総文化会館、生涯学習課（海上支所２階）、いいおかユートピアセンター、干潟公民館

◆海上ふれあい館（ＪＲ飯岡駅）
　うなかみ幼稚園児懇親書道会作品展　12月１日F～28日E
時間　９：00～ 17：00　　入場　無料　　休館日　月曜日、祝日
問　海上公民館　155－2566

◆まちかどギャラリー「銀座」
　土屋金司チャリティー木版画展　12月２日G、３日A
時間　11：00～ 16：00　　
問　ロザリオの聖母会  みんなの家・立花　160－0607

　そぞろ歩き三人展　12月４日B～10日A
時間　10：00～ 16：00　　問　そぞろ歩き・豊田　162－3253

残席
わずか

三遊亭楽太郎 青空球児好児 灘康次とモダンカンカン 松鶴家千とせ

海上公民館
12月９日G　子ども映画会
 ●子羊と笛を吹くオオカミ　●粉屋とロバ
 ●カナリヤとコウモリ　●めすネコとアフロディテ
 ●手ぶくろを買いに
 時間　14：30～ 15：30　　
 入場　無料
 主催・問　海上公民館　155－2566
●幼児向けの映画を上映します。午後２時から、ボランティアの方々による絵
本の読み聞かせ会を行います。
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健康インフォメーション

【個別接種】会場／各指定医療機関
種　　　類 対　　　象

ＭＲ（麻しん・風しん混合）ワクチン
（過去に麻しん、風しんにかかった方
はご相談ください）

対象：Ⅰ期　生後12か月～ 24か月未満　　
　　　Ⅱ期　平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれ
　（Ⅱ期が開始となりました。Ⅱ期対象者で通知の届かない方はご連絡ください。）
※郵送された予診票に記入捺印し、母子手帳と一緒に持参してください。
※指定の予診票をお持ちにならない場合は、任意（有料）接種となります。また、予診
票は原則として再発行しませんので、なくさないようご注意ください。

注意　※母子健康手帳を忘れた場合は接種できません。また、転入者などで通知の届かない方は、早めにご連絡ください。

　３歳未満のお子さんの入・通院および
３歳～就学前のお子さんの入院に要した
医療費が助成されます。
　申請の手続き等くわしくは各保健セン
ターまでお問い合わせください。

　乳幼児の医療費を助成します

母と子の健康づくり
会場・問い合わせ先／飯岡保健センター（☎57－3113）

健康
診査

種　　　類 日　程 受付時間 対　象　・　内　容

乳児健康診査
12月18日B 12：50～13：15 平成18年８月１日～15日生

１歳６か月児健康診査

２歳児歯科健康診査

３歳児健康診査

12月22日F

12月７日E

12月20日D

12月14日E

12月21日E

12月５日C

12月15日F

12：50～13：15

12：50～13：15

12：50～13：15

９：00～９：30

９：00～９：30

12：50～13：15

12：50～13：15

平成18年８月16日～31日生

平成17年６月１日～15日生

平成17年６月16日～30日生

平成16年６月１日～15日生

平成16年６月16日～30日生

平成15年６月１日～15日生

平成15年６月16日～30日生

相談
９：00～10：00

12月13日D
※会場：旭市保健センター

乳幼児の食事、しつけ、言葉などに関する相談
12月１日F

育児相談

教室

・妊娠中のすごし方　・妊婦体操
・歯の健康等

・お産の経過とリハーサル　・おもちゃづくり等９：00～９：15

12月６日D　第１回

12月13日D　第２回

両親学級

育児の仲間づくり、情報交換の場
・身体計測　・乳幼児事業紹介　・赤ちゃん紹介
・ベビーマッサージ　・絵本の読み聞かせ
対象：平成18年９～10月生まれの第１子と希望者

９：15～９：30 12月12日C　第１回子育て学級

９：00～９：15

９：00～10：00

乳幼児予防接種
【集団接種】
会場・問い合わせ先／旭市保健センター（☎63－8766）・海上保健センター（☎55－5516）
※日程は都合により変更になることがあります

種　類
会　場　・　日　程

受付時間 対　　象　・　内　　容
旭市保健センター 海上保健センター

ＢＣＧ 12月20日D 13：15～13：45 生後３～６か月未満
※期間が短いので最優先で受けましょう

12月13日D
　　21日E三種混合 13：15～14：00 生後３～ 90か月（７歳半）未満

日本脳炎 ※日本脳炎は現在『接種をできるだけ見合わせるよう』に国から勧告が出ています。ただし、強い希望があり国から
の同意書に署名していただいた方のみ接種を行います。くわしい内容は健康管理課まで。

12月８日F
　　25日B

12月５日C
　　18日B
　　26日C

ポリオ
12月４日B
　　12日C
　　19日C

13：15～14：00 生後３～ 90か月（７歳半）未満

〈問い合わせ先〉
旭市保健センター（163－8766）
海上保健センター（155－5516）　
飯岡保健センター（157－3113）　
干潟保健センター（168－1071）
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日時／12月９日G　午後２時～４時
場所／旭中央病院３号館５階大講堂
内容／●そけいヘルニアってなんだ
ろう　●皮膚がんと紫外線
費用／無料　※事前申込不要
問い合わせ先／旭中央病院医療連携
室（163－8111内線3160）

　計量法により定められた使用期間
（８年）が満了となる水道メーター
（量水器）の交換を干潟地域で行い
ます。該当する家庭や事業所等へ市
の「指定給水装置工事事業者」が伺
いますので、交換作業にご協力くだ
さい。（交換費用は無料です。）
作業日／12月５日C～22日F
問い合わせ先／水道課工務班（163－
8882）

お 知 ら せ
　今年も「みんなでささえあう　あ
ったかい地域づくり」をスローガン
に、歳末たすけあい運動が始まりま
した。ご協力いただいた募金は、一
人でも多くの方に明るいお正月を迎
えていただくために活用されます。
皆さんのあたたかいご協力をお願い
します。
問い合わせ先／旭市社会福祉協議会
（157－5577）

日時／12月７日E　午後２時～３時
30分
場所／飯岡保健センター
内容／「思春期のこころの理解とか
かわり方」
講師／橘

きっ

川
かわ

清人さん（精神科医）
対象／思春期の子ども（小学校中学
年～中学生）をもつ保護者等
申し込み・問い合わせ先／海匝健康
福祉センター（10479－22－0206）

日時／12月４日B～８日F　午前９
時～午後３時
場所／千葉地方法務局匝瑳支局
問い合わせ先／千葉地方法務局匝瑳
支局（10479－72－0334）

日時／12月21日E　午前９時～午後
４時　※予約制
場所／旭郵便局
予約・問い合わせ先／旭郵便局貯金
保険課（162－1080）

旭中央病院
市民健康講座

特設人権相談所を開設
12月４日～10日は人権週間

歳末たすけあい運動に
ご協力を

　
「
エ
イ
ズ
」。
あ
な
た
は
、「
自
分
に
は
関

係
な
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
、
若
い
人
達
の
間
で
、
性
行
為
に
よ

る
感
染
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

感
染
し
て
も
症
状
が
出
る
ま
で
に
10
年

も
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
感
染
に
気
が

付
か
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
お
互
い

に
意
識
し
な
い
ま
ま
感
染
が
広
が
っ
て
い

る
の
で
す
。

●
エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

エ
イ
ズ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
の
抵

抗
力
（
免
疫
）
が
弱
く
な
る
病
気
で
す
。

免
疫
が
低
下
す
る
と
、
普
段
な
ら
何
で
も

な
い
弱
い
細
菌
や
カ
ビ
に
感
染
し
た
り
、

悪
性
腫し

ゅ

瘍よ
う

が
で
き
た
り
し
ま
す
。

●
ど
う
し
た
ら
感
染
す
る
の
？

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
感
染
し
た
人
の
「
血
液
」

「
精
液
」「
膣ち

つ

分
泌
液
」
に
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。感
染
の
経
路
は
主
に
３
つ
で
す
。

①
性
行
為
に
よ
る
感
染

　

感
染
原
因
の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
無
防
備
な
性
行
為
は
避
け
、
最
初
か

ら
最
後
ま
で
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ

関
係
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

エ
イ
ズ

旭郵便局「年金相談会」

情 報
B O X

情 報
B O X

水道メーターの交換に
ご協力ください

思春期保健講演会

年代別HIV 感染者割合
（平成17年速報値）

男 性

女 性

10代 1.3%

10代 1.7%

20代
33.4%

20代
35.0%

30代
38.4%

30代
38.3%

40代
14.5%

50歳以上
12.4%

40代
15.0%

50歳以上
10.0%

と
が
大
切
で
す
。

②
血
液
を
介
し
て
の
感
染

　

薬
物
常
習
者
な
ど
に
見
ら
れ
る
注
射
器

の
回
し
打
ち
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
混
入
し
た
血
液

の
輸
血
な
ど
で
感
染
し
ま
す
。

③
母
子
感
染

　

妊
娠
中
や
出
産
時
、
さ
ら
に
授
乳
時
の

母
乳
を
介
し
て
お
母
さ
ん
か
ら
赤
ち
ゃ
ん

へ
感
染
し
ま
す
。

●
感
染
が
心
配
な
と
き
は
？

　

ま
ず
、
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
検
査
は
、
ウ
イ
ル
ス
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
体
が
つ
く
る

抗
体
の
有
無
を
採
血
で
調
べ
ま
す
。
抗
体

が
で
き
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
た

め
、
感
染
の
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

時
期
か
ら
、
３
か
月
以
上
経
っ
て
か
ら
検

査
を
受
け
ま
す
。

＊
保
健
所
で
は
無
料
・
匿
名
で
エ
イ
ズ
の

相
談
・
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

　
〈
検
査
受
付
〉

　

第
１
・
３
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
１
時

30
分

　
〈
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

海
匝
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
1
０
４
７

９̶

22̶

０
２
０
６
・
海
匝
保
健
所
）

　

あ
な
た
と
愛
す
る
人
の
た
め
、
感
染
が

心
配
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
検
査
に
行
き

ま
し
ょ
う
。

〔
健
康
管
理
課　

保
健
師
〕

今月の納期
◆固定資産税　　 第４期
◆国民健康保険税 第７期
◆介護保険料　　 第７期

納期限は12月25日Bです
国民年金保険料は毎月納付です



18広報あさひ  2006. 12. 1

　市では、平成18年中に工場用の建
物、その付属施設、機械および装置
などの新設または拡充を行った場合
に、固定資産税の課税免除を行って
います。
基本要件／●従業員数30人以上の製
造業等　●投下固定資産総額3,000
万円以上
免除期間／５年間
申請期限／平成19年１月31日D
申し込み・問い合わせ先／商工観光
課工業振興班（162－5339）

日時／12月９日G　正午～午後３時
30分
会場／幕張メッセ
対象／社会福祉施設等へ就職を希望
する方（学生を含む）
内容／施設ごとの対面方式による求
人内容等職場説明・相談
問い合わせ先／千葉県福祉人材セン
ター（1043－248－1294）

日時／12月９日G、10日A　午前10
時～午後３時
＜相談電話番号＞ 043－243－4144
相談方法／主に電話。面談希望の場
合は電話予約の上、千葉司法書士会
館（千葉市美浜区幸町2－2－1）へ。
予約・問い合わせ先／ちば司法書士総
合相談センター（1043－204－8333）

　㈱サカモト（千葉県茂原市）が破
産したため、使用できなくなった同
社発行の商品券（お買物券は除く）
をお持ちの方は、同社が供託した発
行保証金から還付（申出金額未満）
を受けることができます。還付を希
望される方は、権利の申し出を行っ
てください。
申出期限／12月26日Cまで
申出場所・問い合わせ先／●郵送の
場合：〒330－9716　埼玉県さいたま
市中央区新都心1－1　関東財務局理
財部金融監督第５課（1048－600－
1152）　●持参の場合：午前９時～
午後５時に、関東財務局千葉財務事
務所理財課（1043－251－7214）へ。
※土、日、祝日を除く。

日時／12月11日B　午後１時～４時
＜相談電話番号＞ 043－227－9100
※面談希望の場合は、相談日前日ま
でに千葉県弁護士会（1043－227－
8431）へ電話で申し込みください。

　狩猟期間は、平成19年２月15日E
までです。狩猟が行われている山野・
海岸等の周辺では、十分注意しまし
ょう。また、狩猟をされる方は、マ
ナーを守り、事故防止に心がけてく
ださい。
問い合わせ先／北総県民センター海
匝事務所地域環境室（164－2825）

　社会保険庁では、国民年金保険料
の納付など一部業務を民間の会社に
委託しています。次の業務について、
民間会社から電話等によるご案内を
行っています。
＜民間の会社が担当する業務＞
●未納者に対する国民年金保険料の
納付勧奨　●被保険者の委託に基づ
く国民年金保険料の収納　●口座振
替による国民年金保険料の納付勧奨
＜委託先＞
株式会社もしもしホットライン

（70120－053－765）
委託期間／平成19年９月まで
問い合わせ先／千葉社会保険事務局
佐原事務所（10478－55－1661）

製造業を応援します
企業誘致奨励措置

障害者・高齢者の
人権・法律110番

福祉のしごと就職フェア・
in ちば

民間の会社が行います
国民年金保険料の納付のご案内

　

今
年
も
ま
た
産
業
ま
つ
り
に
大
勢
の
皆

さ
ん
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
旭
市
の

基
幹
産
業
は
農
業
、
そ
の
産
出
額
は
断
ト

ツ
の
千
葉
県
第
一
位
、
加
え
て
飯
岡
漁
港

の
水
揚
げ
量
は
県
内
第
二
位
、
会
場
に
は

米
、
野
菜
、
肉
、
卵
、
牛
乳
、
魚
、
豊
富

な
食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
並
べ
ら
れ
、
来
場

者
の
購
買
意
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。
ス
テ
ー

ジ
や
テ
ン
ト
は
、
人
で
あ
ふ
れ
、
イ
ワ

シ
、
焼
肉
、
お
も
ち
な
ど
の
無
料
配
布
も

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
十
一
月
五
日
、
ス

ポ
ー
ツ
の
森
公
園
で
の
「
い
き
い
き
旭
・

産
業
ま
つ
り
」、
十
二
日
、
干
潟
中
学
校

で
「
旭
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
ひ
か
た
」、

二
十
三
日
、
海
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
動
公

園
で
の
「
海
上
産
業
ま
つ
り
」
と
続
き
、

食
の
郷
あ
さ
ひ
を
大
い
に
鼓
舞
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
今
年
も
旭

市
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
方
が
、
い
も
掘
り

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
く
れ
ま
し
た
。

総
合
体
育
館
の
南
側
の
畑
を
借
り
て
、
春

に
苗
の
植
え
付
け
か
ら
始
ま
り
、
半
年
が

か
り
で
育
て
て
い
た
だ
き
、
産
業
ま
つ
り

に
合
わ
せ
て
掘
り
取
り
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
旭
市
で
は
、
都
市
部
か

ら
子
ど
も
た
ち
や
ご
父
兄
の
皆
さ
ん
、
生

協
関
係
者
の
皆
さ
ん
等
を
大
勢
招
い
て
、

田
植
え
な
ど
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
い
た

り
、収
穫
し
た
お
米
を
お
も
ち
に
し
た
り
、

さ
つ
ま
い
も
等
を
ふ
か
し
た
り
し
て
食
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と

き
に
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
作
物
の
生

育
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
都
会

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
と
き
な
ど
、

米
や
野
菜
、
家
畜
の
話
な
ど
、
地
元
自
慢

を
し
て
く
れ
る
、
想
っ
た
だ
け
で
も
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。
次
年
度
か
ら
は
、
植
え

付
け
の
と
き
か
ら
子
ど
も
た
ち
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
な
お
よ
い
体
験
に

な
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
お
願
い
し
よ
う
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
行
事
を

通
じ
、
市
民
全
員
が
自
分
達
の　

ま
ち　

を
知
り
、
そ
こ
に
営
ま
れ
る
産
業
を
誇
れ

る
よ
う
に
な
れ
た
ら
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

（16）

躍
れ
基
幹
産
業

ご注意ください！
狩猟期間中です

被害を最小限にするために
「多重債務110番」

㈱サカモトの商品券を
お持ちの方へ

〃

〃
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日時／12月16日G　午前10時～正午
（受け付け：午前９時30分～10時）
場所／中央第三保育所
内容／ミュージック＆トークコンサ
ート　～おかあさん 子育てを楽し
もう！輝こう！～
講師／青山春美さん（ＮＰＯ法人コ
スモスの花理事長）、今井善和さん
（ＮＰＯ法人コスモスの花指導員）
※講演中、お子さんは保育士がお預
かりします。
問い合わせ先／旭市子育て支援セン
ター（163－8005・中央第三保育所内）

　県では、特定不妊治療（体外受精・
顕微授精）を受けているご夫婦に対
し、治療費用の一部を助成していま
す。
〈助成期間〉
通算５年間まで←通算２年間まで
（平成18年４月１日から適用）
助成額／１年度当たり10万円以内
問い合わせ先／海匝健康福祉センタ
ー（10479－22－0206）

　今年は２年ごとの医療従事者（資
格者）の届け出の年です。12月31日
現在の状況を届け出ください。
対象／●有資格者全員…医師、歯科
医師、薬剤師　●就業者のみ…保健
師、助産師、看護師、准看護師、歯
科衛生士、歯科技工士
届出期限／平成19年１月12日Fまで
届け出・問い合わせ先／海匝健康福
祉センター（10479－22－0206）または
八日市場地域保健センター（10479－
72－1281）

　県では、内職の求人事業所の登録お
よび求職者への内職のあっせんを行っ
ています。求職者を紹介するためには、
あらかじめ事業所登録票の提出が必
要です。また、事業所の皆さんの内職
求人に関する相談にも応じています。
問い合わせ先／北総県民センター海
匝事務所（162－0261）

募  集

●お正月料理講座
日時／12月15日F　午前10時～午後
１時
定員／24人　※申し込み順
●お正月用生け花講座
日時／12月27日D　午後６時30分～
８時30分
定員／30人　※申し込み順
＜共通事項＞
場所／働く婦人の家
費用／実費（材料費等）
申し込み・問い合わせ先／働く婦人
の家（163－8755）

勤務期間／平成19年４月１日から６
か月間。さらに６か月延長の場合あ
り。
勤務場所／市内の学童クラブ
勤務内容／小学校低学年の生活指導
資格／保育士または教員免許を有す
る方。もしくは、児童の育成指導に
ついて、知識と技術を有する方。
応募方法／12月８日Fまでに、履歴
書を持参または郵送。後日面接日を
通知します。
申し込み・問い合わせ先／〒289－
2692旭市高生１　旭市教育委員会
学校教育課（155－5724）

応募対象／県内在住の60歳以上の方
募集人数／福祉科70人、生活科30人、
園芸科70人、陶芸科25人
授業料／年額18,000円
願書提出期限／12月28日Eまで
※願書は市役所社会福祉課、各支所
福祉室にあります。

＜願書の提出・問い合わせ先＞
〒288－0813　銚子市台町2203
千葉県生涯大学校東総学園

（10479－25－2035）

　毎日子育てをがんばっているお母
さん、お子さんを連れて遊びに来ま
せんか？みんなで楽しく育児仲間を
増やしましょう。
日時／12月12日C、平成19年１月９
日C　午前９時30分～正午（受け付
け：午前９時15分～９時 30分）
場所／飯岡保健センター
内容／赤ちゃん紹介、身体計測、情
報交換、育児相談、ベビーマッサー
ジ、赤ちゃんの事故防止、口腔ケア、
絵本の読み聞かせ、赤ちゃんとの遊
び方など
対象／平成18年９月～10月生まれの
お子さんとお母さん
問い合わせ先／飯岡保健センター
（157－3113）
※毎回、母子健康手帳をお持ちくだ
さい。

　市では、臨時保育士ができる方を
随時募集しています。保育士資格を
お持ちの方は登録をお願いします。
問い合わせ先／社会福祉課保育班
（162－5313）

日時／12月10日A　午後１時開演
会場／東総文化会館・大ホール
出演／あさひ八万高、旭民謡会ほか
入場／1,000円（全席自由）
問い合わせ先／東総文化会館（164－
2001）

日時／12月２日G～10日A　午前11
時～午後４時
場所／シアターゆう（銀座通り）
問い合わせ先／ロザリオの聖母会　
みんなの家・立花（160－0607）

みんなで楽しく参加しよう！
「子育て学級」

臨時保育士の登録

子育て講演会

学童保育の指導員募集

助成期間が５年間に拡大
特定不妊治療費の助成

医療従事者（資格者）の
届け出

事業所の皆さんへ
内職の求人登録と相談

輝け郷土芸能
～和太鼓と民謡～

情 報
B O X

情 報
B O X

働く婦人の家
お正月用料理と生け花講座

県生涯大学校東総学園
平成19年４月入学生募集

催  し  物

土屋金司チャリティー木版画展

お 知 ら せ
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＊すこやかちゃんを募集しています＊
掲載ご希望の方は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595旭市二の1920・�62－8070）へ。
対象は、小学校入学前の幼児です。申込用紙は、保健センター、海上保健センター、飯岡保健セ
ンター、干潟保健センター、秘書広報課にあります。

瑠
る

莉
り

ちゃん（平成17年12月19日生）
両親／永瀬勝昭・雅代さん〔清滝〕
「♡るりちゃん姫♡」

大
だ い

地
ち

ちゃん（平成17年９月20日生）
両親／林和洋・理恵さん〔鎌数〕
「お散歩大好き。

今からお散歩うれしいな♡」

侑
ゆ う

也
や

ちゃん（平成17年８月８日生）
両親／ 橋敏郎・美穂さん〔江ヶ崎〕
「外遊び大好きな

ワンパク坊主です。」

４日B　人権週間（～10日A）

８日F　スターライトファンタジー（～25日B）

10日A　旭市民駅伝大会（８：20～東総運動場）
　　　　冬の交通安全運動（～31日A）

23日G　天皇誕生日

28日E　市役所仕事納め

暮らしのカレンダー

　

冬
の
お
や
つ
の
一
つ

が
、
干
し
い
も
（
乾
燥
い

も
）、
郷
土
の
懐
か
し
い

味
覚
で
も
あ
り
ま
す
。
千

葉
県
は
茨
城
や
鹿
児
島
と

並
ぶ
甘か

ん

藷し
ょ（
さ
つ
ま
い
も
）

の
三
大
生
産
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
中

期
、
幕
府
の
命
を
受
け
た

青
木
昆
陽
が
、
飢き

饉き
ん

対
策

の
作
物
と
し
て
全
国
に
広

め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
旭
市
に
も
、「
昭
和
の

青
木
昆
陽
」
と
う
た
わ
れ
た
、
お
い
も

の
先
生
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
穴
澤
松

五
郎
（
一
八
七
七
〜
一
九
四
五
）
で
す
。

明
治
十
三
年
、
鶴
巻
村
見
広
（
旭
市
見

広
）
に
農
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
が
、
兄
の
死
去
で
わ
ず
か
十
歳
で

跡
取
り
と
な
っ
た
松
五
郎
は
、
当
時
、

近
隣
地
区
で
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
甘
藷
の
研
究
を
熱
心
に
行
い
ま
し

た
。
特
に
育
苗
法
に
興
味
を
持
ち
、
苗

床
に
幌ほ

ろ

を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
温

効
果
を
高
め
る
「
幌
式
穴
澤
式
甘
藷
育

苗
仕
立
て
法
」
を
発
明
し
ま
し
た
。

　

大
正
十
年
に
は
海
上
郡
甘
藷
苗
出
荷

組
合
連
合
会
を
結
成
す
る
な
ど
、
効
率

的
な
農
業
や
流
通
に
も
目
を
向
け
、
当

時
約
二
千
人
が
そ
の
教
え
を
受
け
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
で

ん
ぷ
ん
工
場
の
設
立
な
ど
に
も
尽
力
し

ま
し
た
。
昭
和
に
入
る
と
各
地
へ
さ
つ

ま
い
も
の
栽
培
指
導
に
出
向
く
な
ど
、

活
動
規
模
は
全
国
に
広
が
り
、
昭
和

十
五
年
か
ら
十
九
年
に
は
中
国
で
も
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
二
十
年
、

六
十
四
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
戦

時
下
の
食
糧
難
時
代
に
甘
藷
の
普
及
に

努
め
ま
し
た
。

　

こ
の
木
像
は
、
松
五
郎
の
緑

り
ょ
く

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

の
授
与
を
記
念
し
て
、
門
弟
た
ち
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
日
本

彫
刻
界
の
巨
匠
、円え

ん

鍔つ
ば

勝か
つ

三ぞ
う（
一
九
〇
五

〜
二
〇
〇
三
）
に
よ
る
無
彩
色
の
木
像

作
品
で
、
松
五
郎
が
生
前
よ
く
着
て
い

た
国
民
服
姿
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。
戦
前
、
緑
綬
褒
章
は
実
業
に
精
励

し
た
人
物
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
胸
に
は

し
っ
か
り
と
そ
の
褒
章
が
刻
み
こ
ま
れ

て
い
ま
す
。

〔
大
原
幽
学
記
念
館　

猪
野
映
里
子
〕

紙
上
展
示
室 　

旭
モ
ノ
語
リ　

 

第
十
七
回

穴
澤
松
五
郎
木
像

 

編
集
後
記

　

最
近
の
カ
メ
ラ
は
、
ハ
イ
テ
ク

の
塊
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

一
辺
倒
で
す
が
、
私
は
フ
ィ
ル
ム

で
写
真
を
撮
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

機
械
式
の
カ
メ
ラ
に
フ
ィ
ル
ム
を

入
れ
、
絞
り
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ

ー
ド
を
決
め
、
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ

る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
１
コ

マ
巻
き
上
げ
る
。
こ
れ
ら
の
動
作

を
全
て
自
分
で
行
う
と
い
う
手
間

が
、「
写
真
を
撮
る
」
楽
し
さ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
現
像

が
仕
上
が
っ
て
く
る
ま
で
の
時
間

は
、
ど
う
撮
れ
て
い
る
か
ど
き
ど

き
し
な
が
ら
待
つ
、
待
ち
遠
し
く

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。（
Ⅰ
）


